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平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  
 
 

学 校 名 岐阜市立長良小学校 

実 施 期 間 平成２６年１１月１５日（土） 

 

実 施 概 要 

① お弁当の日 
② 授業参観 
③ 子ども見守り隊感謝会 
④ 芸術鑑賞会 
⑤ 地域の方・保護者・児童の交流会「ミニまなざしトーク」 

 

実 施 内 容 

 学習・取組の分野 
  □自然   □歴史   □文化   □産業   □レその他 

 公開の方法 
  □レ授業公開 □レ成果発表 □レ交流活動 □講演会等 
 
  □レ地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 

保 護 者    約３００人  
 計約３７０人  

地域関係者 ７０人  

 

実 施 状 況 

本校は、岐阜市型コミュニティスクール指定の６年目となる。学校・家
庭・地域がそれぞれの役割や責任を果たすとともに、互いに連携・協力し
ながら、学校の教育目標の具現に向けて取り組んでいる。 

１５日の当日は、その取組の成果を児童の姿で確かめ合うことをねらい
とした「長良っ子まなざし参観日」を教育公開として実施した。 

活動内容として『たくましさ』を培う学校教育活動（いぶき、教科授業、
掃除）の公開、家庭の教育力を高めるとともに子どもの自立心や情操を養
う『お弁当の日』の取組、地域の方へ感謝の意を伝える『子ども見守り隊
感謝会』、地域の方や保護者とともに文化に親しむ『芸術鑑賞会』を位置
付けた。また、午後は地域の方々に来校いただき、共通テーマ「仕事」に
ついて話し合う活動「ミニまなざしトーク」を行った。児童は、地域の方
や保護者と仕事の意義や、将来の夢について語り合い、考え方を広げたり
深めたりするとともに、見守ってくださる地域の方との交流を深めた。 

 

成果及び課題 
 参加された保護者、地域の方から、学習に向かう児童の意欲、仲間
と学び合う姿に、温かさや頼もしさを感じたという感想が寄せられた。
また、本校で伝統的に取り組んでいる『みずのわ活動（本校の児童会
活動）』をもとにした小集団でのミニまなざしトークの活動において、
６年生の主体的な動きに感動したという声が多数寄せられた。児童の
学習や活動に向かうたくましい姿を地域の方に見届け、励ましていた
だいたことで、貴重な学校理解・児童理解の場となった。 

子どもたちは、保護者や地域の方々から、力強い励ましや、温かな
賞賛をたくさんかけていただき、自己肯定感を高めることができた。
また、郷土に住む人々の優しさ・温かさに直接触れ、郷土長良を大切
に思う気持ちを強めることができた。  

 
 
 


